
上江例達也

2. Chaos のひきこみ

上江列 達 也

これまで,強制振動に関しては,2変数系で,LimitCycleが実現しているところでの

強制振動によってChaosを出す試みがあったが,ここでは,3変数系(LorenzModel)の

chaoticregionで,強制項を対称性を破らないように入れることによって,Attractorが

どのように変化するかを調べる｡

外力-0の系が,かなりChaosの領域に入り込んでいるため,微小な摂動では,引き

込みはおこらない｡このため,摂動論的取り扱いは行なえないので,我々は外力の振幅,

振動数を変化させていって,Birorcationのようすを調べ,Lyapunov数, スペクトル等

の計算をおこなった｡

Lyapunov数でChaosを分類すると, (+,-,-)の場合のみが得られた｡又,面

積が減少していくChaosや, MbbiusなChaosも存在する｡

これまでの結果を総括すると, Originalな系での focusの片側だけをまわる非対称

LimitCycleが,その対称解と結びついて,周期が2倍の対称 umitCycleに移行する中

間に,Chaoticregionがある,ということである｡

3. マイクロ波 によるプラズマ診断

久 保 伸

核融合プラズマ実現のために/紘,イオン温度を10keV以上に加熱する必要があり,

トカマク型装置では,ジュール加熱に加え,種々の追加熱法が研究されている｡

我々は,小型 トカマク(WT-1)を用いて,追加熱の有力な手段であるローアハイブ

リッド加熱(LHH)と電子サイクロトロン加熱 (ECH)の実験を行なっているO

これらの追加熱の実験において,プラズマの電子密度と電子温度を知る事は,加熟の

機構を解明するために必要不可欠である｡ そこで70GHz帯マイクロ波干渉計を用いて,
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電子密度の時間的変化を測定すると共に,24GHz,35GHz帯のラジオメータを用いて,プラズ

マからのマイクロ波福射を測定して電子温度の時間的,空間的な変化を知る手がかりを得た｡

その結果,プラズマの平均電子密度は (0.5-1.5)×1013cm~3に達する事,そして

LHH,ECH において電子密度の変化はみられない事がわかった｡一方,電子温度

に関してはLHHの場合,プラズマ表面が加熱されると共に高エネルギーイオンの衝突
～

によって壁からたたき出された不純物イオンがプラズマ中心部に拡散してゆき,中心部

の電子温度が低下する事が観測され,分光測定の結果とも予盾 しない事がわかった｡さ

らにECHの場合には,電子サイクロトロン共鳴領域と,高域混成共鳴領域で電子温度

が上昇していると考えられる｡

プラズマからのマイクロ波福射は,測定周波数a,と電子プラズマ周波数 W｡eとがa,≫

a,｡｡を満足する場合,電子サイクロトロン第二高調波で黒体再射 となり,電子温度に比

例したマイクロ波雑音が受信される事になるが, O-a,｡eの場合には放射マイクロ波の

プラズマ中での伝播特性はECHにも関連 しており,線型プラズマ装置で高密度プラズ

マを生成し,実験中である｡

4.Cyclotronresonancemaser(Gyrotronlの試作

鈴 木 正 平

cyclotronresonancemaser(CRM)は,一様磁場中でサイクロトロン運動する電子と

電磁場との相互作用 (メーザー作用 )を利用した,相対論効果が本質的な役割を荷 う新

しい機構の発振管であり, サブミリ波帯においてもkW以上の発振が可能である｡CRM

は,近年,核融合プラズマの追加熱のための高電力 ミリ波管 (ジャイロトロン)として,

また,プラズマ診断の発振源 として注目さ一れるようになってきた｡本論文では,当研究

室の トカマク(WT-1)のECH用として試作しているCRMの実験結果を述べる｡

.cRMの初めての発振実験は,10GHz帯で行なった｡次に, ミリ波帯 (33GHz)

で発振テス トを行なった後に,高電力化を目指 して,現在は16GHzの発振を実験中で

ある｡ これまでの実験結果を以下に記す｡

1)発振周波数は,空洞共振器とサイクロトロン周波数で決定されることが確かめられ

ー 301-


